
＜政策企画部＞
● LINE「三重がまるみえ」の配信により、U・Iターンを促進（5,618千円）
● 現在の情報発信手法（ターゲティング広告等）では届きにくい、若者等（移住・転職に無関心、

他県にお住まいの方）に対して、県の魅力をあらゆるメディア等を活用し発信（10,219千円）
● 若者の県内定着を促進するため、奨学金返還支援制度の効果的な周知及び実施。

また、県内企業による代理返還制度の導入を促進。 （58,989千円）

＜雇用経済部＞
若者に情報が届いていない状況を解消するため、大手就職情報サイトと連携(5,964千円の一部)
県内への就職率の高い中京・関西圏大学への訪問活動を強化するとともに、
学生から意見等を収集（3,278千円の一部）
若者に「三重で暮らし、働く魅力」を発信するためのU・Iターン就職支援情報冊子を作成

● 「働き方改革推進奨励金」の実施（30,000千円） （↑3,278千円の一部）

＜教育委員会＞
大学進学者が多い普通科高校において、生徒の県内企業に対する理解を深められるよう、
学校と企業をつなぐコーディネーターを活用した企業展や職場訪問を実施（9,667千円）

ｚ現 状 と 課 題 令 和 ８ 年 度 に 注 力 す る 取 組 の 方 向 性
人口減少対策（社会減対策）の取組について

関係人口関連のポータルサイトの整備、情報発信、活動プロジェクトの創出
（↓3,905千円）

各種登録制度や受入プロジェクトの情報をまとめたポータルサイトの構築＜政策企画部＞
R5～7年度に南部地域で構築した「地域人材と都市部人材の連携・協働を促進させる仕組み」
を他地域に横展開＜政策企画部＞（14,073千円）
地域住民と関係人口が広域的につながり、新たな活動を創出するためのコーディネーター
（関係案内人）の配置＜南部地域振興局＞ （11,714千円）

● 農山漁村の魅力を広く伝えるため、地域資源を活用した取組の情報発信と農泊（農山漁村滞在型
旅行）の推進＜農林水産部＞ （ 12,862千円）
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＜政策企画部＞
人口減少対策方針を改定し、今後５年間（令和９年度～令和13年度）の社会減・自然減対策
の取組方向性や中期展望を整理（8,278千円）
若者・女性にも選ばれる地方をめざすため、人口戦略フォーラムを開催（20,000千円)

＜地域連携・交通部＞
三重県移住促進計画（仮称）の策定 （7,017千円）
①現状分析と計画策定の背景 ②今後の施策（地域別） ③KPIの検討
移住希望者のニーズに応じて４区分ごとのプロモーションを実施（関東・関西向けを強化）、
名古屋駅ジャック（31,148千円）
県独自の移住フェア、テーマや地域ごとのセミナー・相談会の実施、Facebook「日々三重」
を活用した魅力発信、企業連携による移住促進（24,083千円）
AIを活用した移住相談の仕組み（チャットボット、関心事やトレンド分析）の構築（3,025千円）
相談者への効果的なフォローを行うための移住相談システムの導入（2,512千円）

● 空き家利活用に向けた市町の取組を支援（4,000千円）
地域おこし協力隊の定住・定着に向けた隊員や市町へのサポート体制の強化（8,443千円）

令和８年度当初予算額:13.8億円［前年度比11.9％増］参考８-１


